
県では、首里城正殿の二階に掲げられていた御書扁額３
枚の製作に向けて、令和３年度に首里城扁額製作検討委
員会を設置し、仕様の検討や試作・本製作に取り組んで
いる。

令和６年度の取組状況

・「中山世土」原寸部分試作を製作。
・令和７年度末の完成を目指し１枚目「中山世土」本製

作を進めた。
・令和６年９月に２枚目「輯瑞球陽」の本製作に着手し

た。

基本施策１.正殿等の早期復元と復元過程の公開（２）木材、瓦等の調達に向けた取組

正殿２階「御書扁額」の原寸部分試作及び本製作
基本施策１.正殿等の早期復元と復元過程の公開（２）木材、瓦等の調達に向けた取組

正殿２階「御書扁額」の原寸部分試作及び本製作
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扁額「中山世土」完成イメージ

題字 御印

扁額「中山世土」本製作状況(R7.7.17撮影)

扁額「輯瑞球陽」地板 本製作状況(R7.6.17撮影) 

上辺右側龍

宝珠七宝繋(左下)

扁額「中山世土」本製作状況(R7.5,6月撮影)



基本施策１.正殿等の早期復元と復元過程の公開
（１）伝統技術を活用した施設整備
基本施策１.正殿等の早期復元と復元過程の公開
（１）伝統技術を活用した施設整備

首里城の壁面塗装に要する漆芸技術、正殿内に設置される扁額などの素地制作に
要する木工芸技術に関する人材を育成

織物、紅型、漆芸、木工芸
の４つの分野について、
約１年の技術研修を実施。
各４名の研修生が毎年修
了している。漆芸研修の
修了生は、現在、首里城
壁面塗装の他、扁額の漆
塗り作業に従事している。

工芸技術に関する問題や
課題に対し、現地調査、試
験や分析、試作などを行
い、この解決に資する研
究開発を行っており、ここ
で得られた知見が首里城
の扁額制作等に活かされ
ている。

漆芸研修
漆塗りの基本となる髹漆（きゅうしつ）技術を習得。また、
沖縄の伝統的な３つの加飾技術「螺鈿（らでん）、沈金
（ちんきん）、推錦（ついきん）」について習得する。

木工芸研修
木工芸の基礎となる木材の性質理解、乾燥技術、木取り
技術を習得。また、引出し物などを制作する箱物技術、
椅子や卓などを制作する脚物技術について習得する。

研修状況

高度工芸技術者養成研修事業

織物、紅型、漆芸、木工芸の４つの分野について、約１年の技術研修を実施。毎年、各４名程度の研修生が
修了している。 修了生は現在、壁面塗装のほか、扁額の漆塗り作業に従事している。
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所管課：商工労働部ものづくり振興課



基本施策１.正殿等の早期復元と復元過程の公開

（２）木材、瓦等の調達に向けた取組
基本施策１.正殿等の早期復元と復元過程の公開

（２）木材、瓦等の調達に向けた取組

首里城復興へ活用するため伐採した樹木の植林及び保育活動

《苗木植栽（R4.11）》

《令和６年度の保育活動（左：植栽木 右：補植した苗）》

《オキナワウラジロガシ苗木作り（R4.2）》

➢正殿の小屋丸太梁に使用するオキナワウラジロガシを伐採した跡地（国頭村）に
同苗木を植栽するため、地元の子ども達が首里城復元への願いを込めて作った苗木約200本を、
令和4年11月に植栽した。

➢植栽後は、下刈りや施肥などの保育施業を実施。（令和５年度、６年度）
令和６年度は、ツルが繁茂し枯損が著しかった
箇所に補植も行った。
今後も、適切な管理を継続することが重要。

《大切に管理された苗木》
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所管課：農林水産部森林管理課



漆喰シーサーづくり

首里城への来訪を推進し、その着実な復興の状況を共有することを目的に、首里城の復元及び象徴され
る琉球の歴史・文化を「観て」「学んで」「楽しむ」機会を創出し、その魅力の再認識に繋がるイベントを開催。

【日程】 昼の部：令和６年1２月7日（土）・12月8（日） ・1２月14日（土）・12月15（日） ・1２月21日（土）・12月22（日）
夜の部：令和６年1２月13日（金）-12月16（月） ・1２月20日（金）-12月23（月）

【会場】 首里城公園

昼の部：首里城復興ツアー＆ものづくり体験

夜の部：首里城ファンタジアナイト
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基本施策１.正殿等の早期復元と復元過程の公開

（３）復元過程の公開による観光資源等としての活用
基本施策１.正殿等の早期復元と復元過程の公開

（３）復元過程の公開による観光資源等としての活用



基本施策２.火災の原因究明及び防災設備・施設管理体制の強化

（1）再発防止に向けた防火設備等の強化
基本施策２.火災の原因究明及び防災設備・施設管理体制の強化

（1）再発防止に向けた防火設備等の強化

奉神門

真珠道

御庭

正殿

北殿
西のアザナ

京の内

玉陵

龍潭

旧沖縄県立博物館

瑞泉門

漏刻門
右掖門

円覚寺総門

系図座・用物座

弁財天堂

広福門

南殿・番所 二階御殿

書院・鎖之間

首里城公園
管理センター

上の毛

久慶門

守礼門

円鑑池

ハンタン山

放生池

日影台

円覚寺跡

供屋

孔子廟

下之御庭

放生橋

寒水川樋川
龍樋

首里森御嶽

琉球庭園

城の下厩跡

係員詰所跡

寄満
黄金御殿

近習詰所

奥書院

淑順門

安国山

木曳門

歓会門

世誇殿

継世門

女官居室

龍淵橋

天女橋

綾門大道

東のアザナ

北城郭便所

園比屋武御嶽石門

首里杜館

白銀門
寝廟殿

金蔵

ｍ50403020100

Ｎ

美福門

警備ボックス

別 途 記載

№1 1
№ 1 5

№10
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№ 1 6

№ 35

№20

№2 2

№ 2 3 №2 8
№ 2 6

№ 2 5
№ 3 4

№2 9

№3 0

№2 7

銭蔵

真珠道便所

K10

K12

国営公園区域

：城郭外への避難経路

城の下

円覚寺弁財天堂公園管理センター

松崎馬場跡

龍潭

奉神門

情報共有

情報共有

情報共有・連携

●

●

● ● ●

●

●

●

●
●

●

●

●

：放送スピーカーの増設箇所

●

●

0

●

●

再発防止に向けた防災設備等の強化として、公園全体の防災拠点である公園管理センター、県
営公園の防災拠点である首里杜館防災センター、国営公園の防災拠点である奉神門管理事務室の
中央監視PC及び監視モニターを連携することにより、相互の防災設備等の作動状況、監視カメラ
の映像の情報共有・連携の強化を図る。

また、監視カメラ・放送スピーカーを増設し、未然防止・初動対応等の強化を図る。

監視
モニター

監視
モニター

：監視カメラの増設箇所

国営公園区域

中央PC・大型監視モニター配置イメージ

県営エリア
映像

大型監視モニター

中央監視ＰＣ

県営エリア
映像

国営エリア
映像

国営エリア
映像

監視
モニター

上の毛公園

奉神門

首里杜館
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• これまで防災業務については、一般的な指定管
理業務の中で性能基準としており、防災業務は
指定管理者の裁量に任されていた。

• 数年ごとに管理者が交代する可能性があり、人
材確保や防災関連技術の蓄積が担保できない。

• 今後は、防災業務について、しっかりとした仕様基準を定め、維持
管理・運営業務と組み合わせて指定管理業務を発注する。

• 指定管理業務の中で、維持管理・運営業務と防災業務を組み合わせ
て発注する。

• 県による防災・防火モニタリングを実施し、仕様に基づき業務を遂
行しているか確認を行う。

• 防災業務については有識者委員会の委員による年複数回の現地確認
などにより緊張感の維持に努める。

【維持管理】
＜主な業務＞
• 施設管理
• 修繕
• 清掃
• 植栽管理

【運営】
＜主な業務＞
• 料金収受
• 利用者案内・警備
• 誘客・普及啓発

性能基準

【防災業務】

• 施設管理の一部
• 修繕の一部

• 利用者案内の
一部

• 警備の一部

性能基準 仕様基準＋

維持
管理

運営

指定管理

防災・防火

・業務実施計画立案
・教育・指導
・警備

・設備の点検・修繕
・業務の自己点検・評価

性能 仕様

沖縄県
・計画立案（首里城の特性を踏まえた初
動マニュアルや防災業務の方針等）指

定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

指
定
管
理
者
制
度
運
用
委
員
会

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
改
善
指
示

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
改
善
指
示

外
部
有
識
者

（
仮
）
防
災
・
防
火
管
理
評
価
委
員
会

防災・防火
モニタリング

指定管理者制度

火災前（令和元年10月） 正殿単体完成時（令和８年）

火災前の指定管理者制度の運用では、県としての技術の蓄積や業務の安定性・継続性などに課題があった。次期管理
期間からは、現場での訓練等の実践を通して、技術の蓄積等によるレベルの維持・向上を適切な防火管理の実行体制の
仕組みとして確立させる。具体的には、防災業務の仕様発注による契約方法の見直しを行う。

基本施策２.火災の原因究明及び防災設備・施設管理体制の強化

（2）安全性の高い施設管理体制の構築
基本施策２.火災の原因究明及び防災設備・施設管理体制の強化

（2）安全性の高い施設管理体制の構築

指定管理者制度



基本施策３.首里城公園のさらなる魅力の向上（1）国営・県営区域の一体的利用

首里城公園のライトアップについて
基本施策３.首里城公園のさらなる魅力の向上（1）国営・県営区域の一体的利用

首里城公園のライトアップについて
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園比屋武御嶽石門歓会門

守礼門

木曳門

歴史の道木曳門周辺 久慶門周辺



基本施策４.文化財等の保全、復元、収集

（1）首里城跡の適正な保全と価値の周知
（2）文化財等の復元、修復及び収集

基本施策４.文化財等の保全、復元、収集

（1）首里城跡の適正な保全と価値の周知
（2）文化財等の復元、修復及び収集

〇首里城復興事業（細事業：首里城跡景観整備事業）
首里城の景観を著しく損ね、危険度が増している外郭城壁や門櫓を修復し、危険度の除去や景観の保護を図る。令和６年度は南城郭石積みの

解体・積み直し工事、継世門櫓の修復工事、歓会門櫓及び久慶門櫓の変状調査、西のアザナ外郭城壁の悉皆調査を実施。

〇首里城復興事業（細事業：首里城跡景観整備事業）
首里城の景観を著しく損ね、危険度が増している外郭城壁や門櫓を修復し、危険度の除去や景観の保護を図る。令和６年度は南城郭石積みの

解体・積み直し工事、継世門櫓の修復工事、歓会門櫓及び久慶門櫓の変状調査、西のアザナ外郭城壁の悉皆調査を実施。

〇円覚寺跡保存整備事業
史跡「円覚寺跡」の適切な保存と活用を図るための事業。令和６年度は三門本体

一階部分（壁以外）の復元工事を実施。

〇円覚寺跡保存整備事業
史跡「円覚寺跡」の適切な保存と活用を図るための事業。令和６年度は三門本体

一階部分（壁以外）の復元工事を実施。

〇黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠修理事業
首里城火災で被災した県指定有形文化財の漆器２件の

うち、令和６年度は「黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠」の
修理を実施。

〇黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠修理事業
首里城火災で被災した県指定有形文化財の漆器２件の

うち、令和６年度は「黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠」の
修理を実施。

南城郭石積み解体・積み直し工事完了南城郭石積み解体・積み直し工事完了

三門本体一階上層・斗拱Ａタイプ設置完了三門本体一階上層・斗拱Ａタイプ設置完了三門本体一階部分の柱立て三門本体一階部分の柱立て 黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠・修理前状況黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠・修理前状況
18

所管課：教育庁文化財課

西のアザナ外郭城壁悉皆調査西のアザナ外郭城壁悉皆調査継世門櫓修復工事完了継世門櫓修復工事完了 久慶門櫓変状調査久慶門櫓変状調査



基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承

首里城未来基金（首里城歴史文化継承基金） R4.4.1～
基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承

首里城未来基金（首里城歴史文化継承基金） R4.4.1～

・首里城復興基金への寄附受付は、令和３年度末を以て終了。
・引き続き首里城を思う国内外の多くの皆様と連携・協働し、一体的に復興へ取り組むため、
令和４年度から下記の基金・寄付金を創設した。
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教育機関（県立芸大、専門学校、高校等）

研修機関（工芸振興センター等）

その他関係団体

基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承

首里城歴史文化継承基金事業（R5～）
基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承

首里城歴史文化継承基金事業（R5～）

伝統的な建築等の
技術を有する
個人・団体

首里城復興基金
活用事業

（扁額、各制作物）

・研修生推薦依頼
・講師就任依頼

・事前調整
・報告

県
(首里城復興課)

・研修生募集
・研修講師就任依頼

沖縄総合事務局

首里城復元工事

文化庁

伝承者養成事業

中城御殿等の
歴史文化施設整備

県(文化財課)等

有形文化財・古民家補修等

実習先
受入調整

実習先
受入調整

連携実施

伝統的な建築等技術に係る
アドバイザーチーム

（各分野から１名程度）

運営・ネット
ワーク構築

・ＳＮＳ、ＨＰを運営
・研修生公募

委託

連携調整会議（人材育成）
連携

連携
監修会議

連携

目的１
復元事業等と連携した研修実施による現場
即応可能な人材の育成

参画

沖縄美ら島財団

研修企画・運営
事務局

首里城未来基金を活用し、伝統的な建築等技術に係る人材育成に取り組む
目的２
各技術団体・個人のネットワーク構築による
将来自走可能な連携体制整備

県立芸大
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